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能登半島地震復興支援交流会
　令和６年１月１日に発生した能登
半島地震からまもなく２年となりま
す。昨年に引き続き、新潟県日赤有
功会（佐藤 明 会長代行）と日本赤十
字社新潟県支部は、能登半島地震の
復興支援活動として石川県を訪問、
被災地へ記念品の贈呈とJRC加盟校
の石川県立七尾高校や輪島市内の仮
設住宅で交流会を行いました。

　私たちが普段おこなっているダンスと
ジャンルが違うので、少し不安がありまし
たが、チアリーダーズの皆さんにすごく明
るく、楽しく教えていただけて私たちも楽
しめましたし、この機会にチアダンスもみ
んなでやってみたいなと思えたので、すご

くいい経験になりました。
　チアリーダーズの皆さんの笑顔には、すごく明るく元気
な気持ちをもらいましたし、助けられたので、笑顔で踊る
ことをチームで取り入れていきたいと思います。

石川県立七尾高等学校　２年　谷口　瑛音　さん

　交流会、すごく楽しかったです。チアリー
ダーが元気に踊ってくれたので、こちらまで
明るい気持ちになりました。仮設住宅の生活
が長いと言っていても仕方ないので、「明る
く、笑って、元気にいよう」とみんなで話を
しました。

　現在、お家を買われるなど少しずつ仮設住宅から出て行か
れる方も増え、不安をかかえる方もいらっしゃいます。けれ
ども、そういうところを見せずに、みんなで励まし合って頑
張っています。新潟から来てくれて、ありがとうございました。 

輪島市稲屋町第一団地　大窪　真子　さん

　新潟県日赤有功会並びに日本赤十字社
新潟県支部の皆様には、遠方から輪島市
へお越しくださいまして、誠にありがと
うございました。ご寄贈いただいたデジ
タルサイネージや血圧計は、市民の皆様
にご活用いただくことができますので、

大変感謝しております。
　まもなく震災から 2 年が経過しようとしております
が、引き続き被災地の復興にご理解とご支援をよろしく
お願いいたします。 

輪島市役所　健康福祉部長　河﨑　国幸　さん

杉平第一団地

稲屋町第一団地

被災地からの声

大阪・関西万博　赤十字パビリオンスタッフ
として活動しました！

　大阪・関西万博 赤十字パビリオンに新潟県支
部職員２名が協力スタッフとして活動しました。
　パビリオンには会期中約31万人の方々が訪
れ、世界の人道危機に立ち向かい、そして立ち
上がる人々を感じていただきました。
　パビリオンでの体験を通じて、人が人を思い
やることの大切さを感じていただき、誰かのた
めにアクションを起こすきっかけになることを
祈っています。

活動した佐藤　未結さん、
平島　環さん



青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター赤十字こども・若者みらい会議　視察研修

福島県の環境や放射線について
様々な体験を通して学びました。

　伝承館では、私たちが被災地に足を運ぶことは、街を活
性化させ、復興に繋がるので大切だと学びました。また、
請戸小学校の津波到達時刻３時37分で止まった時計が印象
的でした。東日本大震災の影響が今もなお続いており、忘
れてはならないと強く感じました。移動の際に、表面的な
復興と内面的な復興の進度の差を目の当たりにしました。
現地に行くことで自分の中での被災地に対する関心が高ま
りました。この体験を多くの人に知ってもらえるように活
動していきたいと思います。

新潟県立新潟中央高等学校　水沢　佐彩　さん

参加者からの感想

　夏季期間中、青少年赤十字加盟校を対
象に、リーダーシップ・トレーニング・
センターを実施しています。
　児童・生徒の「リーダーシップ」や「や
さしさ・思いやり」を育むことを目的と
して県内５地区で実施し、総勢235名が
参加しました。
　今年は主に防災に関連するプログラム
を実施し、災害時の周囲との協力やコ
ミュニケーションについて学びました。
　避難所を想定したワークショップで
は、続々とやってくる避難者をどのよう
に配置するか、避難所で発生する出来事
にどのように対応するかについてグルー
プで話し合いました。
　また、段ボールベッドやテ
ントなどの災害グッズも体験
し、災害発生時の生活につい
て理解を深めました。
　活動を通して参加者は、相
手の立場に立って考えること
の大切さを感じていました。

　今年度当支部では、防災学習を県内に広げることを目的とした
研修会を開催しました。
　７月５日（土）、６日（日）の２日間にわたって実施し、赤十字ボ
ランティア15名が、日本赤十字社が作成した防災教育プログラ
ムを受講しました。
　これらの防災プログラムは、要望のあった地域自治体や学校等
へ指導者を派遣し、実施することが可能です。
災害の規模が大きくなればなるほど、救える命は少なくなります。
　一人一人が正しい知識を持ち、「自助」と「共助」の力を高める方
法を知ることで、災害からより多くの命を守ることができます。
　これからも赤十字は命を守る活動を進めてまいり
ます。

赤十字の防災セミナーの詳細はこちらから→

防災教育事業指導者養成研修

　防災教育事業指導者養成研修会を通じ、防
災教育の重要性と地域における指導者の役割
を改めて認識しました。実践的な演習や意見
交換を通して、参加者の主体性を引き出す指
導法を学ぶことができ、大変有意義でした。
今後は、地域の学校や自治会などでの防災講

座や訓練の支援を通じ、住民一人ひとりが自ら考え行動できる
防災意識の醸成に努め、安心・安全な地域づくりに貢献してま
いります。

防災教育事業主任指導者
菅家　秀一　さん

　近年、防災教育の需要が高まっています。し
かし、わたしを含め、佐渡に住む方々には防災
への備えに対する意識をより高める必要性を感
じています。自然が相手ですので、今後未曾有
の災害がいつ起こるか分かりません。指導講師
として、今回の研修で学んだプログラムを基に、

防災に対する意識を高め、多様な災害に対応できる心構えと備
えを一緒に考えていけるように努めていきたい、と思いを強く
するよい機会になりました。

受講者
大屋　柳平　さん

展示品を通して、原子力災害の被害や復興への歩みについて学びました。

発災当時、日赤新潟県支部の職
員が救護活動にあたった記録も
展示されていました。

県境を越えた防災活動に
ついて、福島県のJRCメ
ンバーと考えました。

福島県唯一の震災遺構で
ある浪江町立請戸小学校
を訪問しました。
校舎の１階部分は震災当
時のまま保存されてお
り、被害の甚大さを目の
当たりにしました。 当時津波が到達した高さ

　今回の研修を通し、参加者は震災の
教訓を次世代へ伝えることの重要性を
感じました。
　今後は、学んだ知識をSNS等で広く
発信していく予定です。 くわしくは▲
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